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くらしの課題解決に関する基本方針に係る取組状況

２０２３年６月

当金庫は2017年に「お客さまの資産形成・資産運用に関する基本方針」を制定し、

当金庫の経営理念・経営姿勢に基づき、当金庫の企業文化であるホスピタリティ精神の

もと、お客さま本位の業務運営を推し進めてまいりました。

本方針の理念は資産形成･資産運用の分野以外にも適用してまいりましたが、2022年９

月に、方針名称と内容を改正し、お客さまのさまざまな課題への解決提案に対し、より

一層幅広く適用することを明確にしております。

なお、今後も取組状況については定期的に確認・公表し、方針自体も適宜見直しを行い

ます。
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Ⅰ 取 組 方 針 お よ び 取 組 状 況

＜取組状況1＞
（1）安定的な資産形成に有効な積立投信（定時定額買付サービス）をおすすめしております。新規・総契約数共に増

加ました。

（2）投資信託ご投資後も定期的に必要な情報の提供やコンサルティングを行っております。

（3）多様なニーズにお応えできるよう、様々な投資対象商品をラインナップしております。
※当金庫は金融商品の組成には携わっておりません。

（4）お客さまのニーズに合った決算頻度のファンドをご提案しています。特に長期での資産形成ニーズのあるお客さ
まには複利効果の説明も含めて１年決算型等をご提案しております。残高も毎月決算型をその他の決算型が上回
りました。

＜方針１ お客さま本位のコンサルティング＞

（1）ご提案に際しては、お客さまの最善の利益を意識し、ご資産の状況、お取引の目的、リスクに関する考え方、そ
して将来に向けてのライフプラン等を踏まえ、さまざまな課題の解決に向けた最適なご提案を行います。

（2）商品やサービスのご利用開始後も、投資環境やお客さまのニーズ、ライフプランの変化等に応じ、必要な情報の
提供とコンサルティングを継続します。

（3）お客さまのさまざまなニーズや課題の解決にお応えできるように、厳選した商品やサービスをラインナップしま
す。なお、取扱商品等の採用に際しては、利益相反等、お客さまの不利益に十分留意し当金庫の規程に則った審
査を行います。
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Ⅰ 取 組 方 針 お よ び 取 組 状 況
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Ⅰ 取 組 方 針 お よ び 取 組 状 況
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Ⅰ 取 組 方 針 お よ び 取 組 状 況

＜取組状況2＞
（1）お客さまと一緒にライフプランを確認し、ニーズやご意向に沿った商品選択のお手伝いができるよう、各種のパ

ンフレット、リーフレット等を活用し様々な情報提供を行っております。

（2）投資信託に関して、基礎知識から記した「旭川しんきんの投資信託ファンドラインナップ」を用いてわかりやす
くご説明しております。

（3）ホームページ上にても、販売手数料・その他お客さまが負担する費用等について情報を提供しております。

＜方針２ お客さまにご提供する情報の充実とわかりやすい説明＞

（1）各商品やサービスの特性や仕組み、リターンやリスク等について、お客さまのお取引経験や金融に関する知識、
および提供する情報の複雑さや重要性の度合いを踏まえ、わかりやすい表現で丁寧にご説明します。

（2）ご提案に際しては、提案商品やサービスの選定理由や提案理由についても併せてご説明します。

（3）お客さまにご負担いただく手数料や各種の費用について、それがどのようなサービスの対価なのかも含め、し
っかりとご説明します。

（4）お客さまが複数の商品やサービス、ご購入方法等から選択される際は、それぞれの手数料や仕組み、制度の違
い、メリット･デメリット等、適切にご検討、ご判断いただける情報を提供します。
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Ⅰ 取 組 方 針 お よ び 取 組 状 況

各種パンフレット・リーフレット ホームページ画面一例
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Ⅰ 取 組 方 針 お よ び 取 組 状 況

＜取組状況3＞
（1）当金庫は高い業務知識とともに優れた応対能力を有する職員を「マイスター」として任命し、お客さま対応のリーダーとし

ております。

（2）お客さまの資産形成･運用について的確な情報提供ができるように、窓口職員から「投資信託エキスパート･リーダー」を毎
年選抜し、複数回の研修により、提案スキルの向上を図っています。

（3）各種勉強会の実施の他、お客さまの多様なニーズに応えるべく、職員の「ＦＰ資格」取得を奨励しております。

（4）お客さまのニーズを踏まえた適切な提案ができる職員を育てるため、「人材育成」についても、各営業店の評価に大きく反
映させています。

（5）お客さまの課題を解決するまでのプロセスを、当金庫独自のシステムに「課題解決情報」として登録し、提案から解決まで
を一元管理しています。また、販売件数等の定量評価を実施することだけでなく、課題解決に対する取り組みが良好だった
職員に対して「課題解決営業賞」「ベスト課題解決賞」を授与し、業績評価等に反映させる仕組みを構築しています。

＜方針３ お客さま本位のくらしの課題解決を実践するための態勢＞

（1）高い専門性と倫理観の保持に努め、誠実･公正に業務を行い、お客さまの最善の利益を追求する姿勢とホスピタリ
ティ精神を企業文化として育み、末永くお取引いただけるよう、お客さま本位の良質な商品やサービスを提供し
ます。

（2）お客さまへ適切な情報をご提供できるよう、各種の研修等を通じ、職員のスキルアップを図ります。

（3）利益相反の可能性のある提案が行われることのないように、適切な業績評価の仕組みを構築し、お客さまの多様
なニーズやご意向を踏まえた、お客さま本位のコンサルティングを実現します。
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Ⅰ 取 組 方 針 お よ び 取 組 状 況
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Ⅱ「投資信託の販売会社における比較可能な共通KPI」の公表について

1．投資信託の運用損益別お客さま比率

金融庁が2018年６月に公表した「投資信託の販売会社における比較可能な共通KPI」に基づき2023年３月末基準で算出した数
値を公表します。 ※ 原則として2003年６月以降の数値をもとに算出しています。

運用益がプラスのお客さま

2023年３月末→87.6％
2022年３月末→89.3％
2021年３月末→92.0％

投資信託を保有しているお客さまについて、基準日時
点の保有投資信託に係る購入時以降の累積の運用損益
（手数料控除後）を算出し、運用損益別に比率を示し
た指標です。
この指標により、個々のお客さまが保有している投資
信託について、購入時以降どれくらいのリターンが生
じているか見ることができます。
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Ⅱ「投資信託の販売会社における比較可能な共通KPI」の公表について

２．投資信託預かり残高上位20銘柄 ※設定後５年以上のファンドのみ

2023年3月

※1：コスト ＝ 基準日時点の販売手数料(税込)の1/5と信託報酬率
(税込)の合計値

※2：リターン ＝ 過去5年間のトータルリターン(年率換算)

※3：リスク ＝ 過去5年間の月次リターンの標準偏差(年率換算)

順位 銘柄名
コスト
※1

リターン
※2

リスク
※3

投資信託
残高（円）

１位しんきんインデックスファンド２２５ 0.88% 6.60% 17.04% 423,073,343

２位しんきん３資産ファンド（毎月決算型） 1.49% 3.74% 9.31% 190,191,364

３位しんきんＪリートオープン（毎月決算型） 1.49% 3.17% 14.60% 176,212,231

４位ＤＩＡＭ高格付インカム・オープン（毎月決算コース） 1.54% 2.31% 7.81% 129,678,750

５位しんきんグローバル６資産ファンド（毎月決算型） 1.60% 4.97% 11.00% 105,432,103

６位たわらノーロード先進国株式 0.10% 13.54% 17.99% 100,299,193

７位たわらノーロード日経２２５ 0.14% 7.40% 17.07% 98,385,101

８位しんきん好配当利回り株ファンド 1.32% 4.16% 15.39% 87,930,270

９位三井住友・グローバル・リート・オープン 2.41% 3.52% 20.68% 75,296,474

１０位ＳＭＴグローバル株式インデックス・オープン 0.99% 13.08% 17.96% 52,917,078

１１位しんきんＪリートオープン（１年決算型） 1.46% 3.32% 14.58% 47,159,568

１２位グローバル・ソブリン・オープン（毎月決算型） 1.71% 1.60% 4.75% 42,354,569

１３位ニッセイ／パトナム・毎月分配インカムオープン 2.20% 4.20% 5.76% 39,140,084

１４位しんきん公共債ファンド 0.66% -0.72% 0.95% 38,548,760

１５位しんきん世界アロケーションファンド 1.49% -1.65% 3.12% 38,209,793

１６位トヨタ自動車／トヨタグループ株式ファンド 1.09% 5.16% 20.73% 34,827,777

１７位たわらノーロードバランス（８資産均等型） 0.14% 5.41% 10.14% 31,786,251

１８位新成長株ファンド 2.53% 3.65% 22.27% 31,578,109

１９位グローバル・ソブリン・オープン（資産成長型） 1.71% 1.65% 4.75% 25,244,993

２０位ＤＩＡＭ高格付インカム・オープン（１年決算コース） 1.54% 2.34% 7.84% 16,970,947
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Ⅱ「投資信託の販売会社における比較可能な共通KPI」の公表について

２．投資信託預かり残高上位20銘柄 ※設定後５年以上のファンドのみ

2022年3月 2021年３月

順位 銘柄名
コスト
※1

リターン
※2

リスク
※3

投資信託
残高（円）

１位しんきんインデックスファンド２２５ 0.88% 9.11% 16.42% 413,522,090

２位しんきんＪリートオープン（毎月決算型） 1.49% 4.59% 14.50% 193,613,493

３位しんきん３資産ファンド（毎月決算型） 1.49% 4.51% 8.99% 192,824,117

４位ＤＩＡＭ高格付インカム・オープン（毎月決算コース） 1.54% 2.80% 7.69% 140,038,436

５位しんきんグローバル６資産ファンド（毎月決算型） 1.60% 5.77% 10.41% 108,891,241

６位三井住友・グローバル・リート・オープン 2.41% 6.20% 19.75% 103,927,919

７位しんきん好配当利回り株ファンド 1.32% 4.31% 15.28% 77,050,186

８位たわらノーロード先進国株式 0.11% 15.31% 17.04% 60,526,700

９位たわらノーロード日経２２５ 0.19% 9.86% 16.45% 57,826,125

１０位しんきんＪリートオープン（１年決算型） 1.46% 4.78% 14.47% 44,270,395

１１位グローバル・ソブリン・オープン（毎月決算型） 1.71% 2.16% 4.11% 44,068,911

１２位しんきん世界アロケーションファンド 1.49% -0.85% 2.61% 41,522,039

１３位しんきん公共債ファンド 0.66% -0.50% 0.63% 40,340,962

１４位ニッセイ／パトナム・毎月分配インカムオープン 2.20% 2.78% 5.35% 39,138,517

１５位ＳＭＴグローバル株式インデックス・オープン 0.99% 14.88% 17.01% 36,563,512

１６位トヨタ自動車／トヨタグループ株式ファンド 1.09% 9.66% 19.86% 36,302,708

１７位新成長株ファンド 2.53% 13.06% 21.81% 25,423,367

１８位グローバル・ソブリン・オープン（資産成長型） 1.71% 2.21% 4.12% 19,227,440

１９位しんきんアジアＥＴＦ株式ファンド 2.45% 7.24% 16.56% 17,061,867

２０位ＤＩＡＭ高格付インカム・オープン（１年決算コース） 1.54% 2.82% 7.72% 15,907,379

順位 銘柄名
コスト
※1

リターン
※2

リスク
※3

投資信託
残高（円）

１位しんきんインデックスファンド２２５ 0.88% 12.90% 16.54% 377,148,616

２位しんきん３資産ファンド（毎月決算型） 1.49% 4.49% 9.29% 205,327,052

３位しんきんＪリートオープン（毎月決算型） 1.49% 3.55% 13.73% 198,116,898

４位ＤＩＡＭ高格付インカム・オープン（毎月決算コース） 1.54% 1.76% 7.13% 153,402,097

５位しんきんグローバル６資産ファンド（毎月決算型） 1.60% 4.23% 10.60% 103,243,977

６位三井住友・グローバル・リート・オープン 2.41% 1.11% 19.43% 94,932,528

７位しんきん好配当利回り株ファンド 1.32% 6.86% 16.24% 74,271,245

８位しんきんＪリートオープン（１年決算型） 1.46% 3.75% 13.69% 48,358,019

９位グローバル・ソブリン・オープン（毎月決算型） 1.71% 0.97% 4.86% 48,298,082

１０位しんきん公共債ファンド 0.66% -0.41% 0.72% 40,528,656

１１位ニッセイ／パトナム・毎月分配インカムオープン 2.20% 2.13% 6.50% 39,752,593

１２位しんきん世界アロケーションファンド 1.49% -0.72% 2.67% 34,623,249

１３位トヨタ自動車／トヨタグループ株式ファンド 1.09% 9.24% 22.00% 34,305,331

１４位たわらノーロード日経２２５ 0.19% 13.60% 16.59% 33,773,006

１５位たわらノーロード先進国株式 0.11% 13.20% 17.16% 28,791,956

１６位新成長株ファンド 2.53% 20.48% 20.57% 26,879,856

１７位ＳＭＴグローバル株式インデックス・オープン 0.99% 12.81% 17.14% 22,262,233

１８位グローバル・ソブリン・オープン（資産成長型） 1.71% 1.02% 4.86% 19,331,030

１９位ＤＩＡＭ高格付インカム・オープン（１年決算コース） 1.54% 1.78% 7.16% 16,372,173

２０位しんきんアジアＥＴＦ株式ファンド 2.41% 7.80% 16.62% 15,238,921
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Ⅱ「投資信託の販売会社における比較可能な共通KPI」の公表について

３．投資信託の預かり残高上位20銘柄のコスト・リターン

◆→残高加重平均値

コスト1.37％ リターン6.34％

設定後５年以上の投資信託の預かり残高上位20銘柄について、銘柄毎及び預かり残高加重平均のコスト
とリターンの関係を示した指標です。これらの指標により、中長期的に、金融事業者がどのようなリター
ン実績を持つ商品をお客さまに多く提供してきたかを見ることができます。
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Ⅱ「投資信託の販売会社における比較可能な共通KPI」の公表について

４．投資信託の預かり残高上位20銘柄のリスク・リターン

◆→残高加重平均値

リスク12.75％ リターン6.34％

設定後５年以上の投資信託の預かり残高上位20銘柄について、銘柄毎及び預かり残高加重平均のリスク
とリターンの関係を示した指標です。これらの指標により、中長期的に、金融事業者がどのようなリター
ン実績を持つ商品をお客さまに多く提供してきたかを見ることができます。
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Ⅲ「外貨建保険の販売会社における比較可能な共通KPI」の公表について

１．外貨建保険の運用損益別顧客比率

運用益がプラスのお客さま

2023年３月末→45.6％
2022年３月末→72.2％

外貨建保険を保有しているお客さまについて、基準日時点の保
有外貨建保険に係る購入時以降の累積の運用損益を算出し、運
用損益別に比率を示した指標です。

外貨建保険は、保障と運用を兼ねており、満期や死亡の際には
保険金が支払われます。解約時には解約返戻金が支払われます
が、保険商品は長期保有を前提としており、特に、契約後の早
い段階に解約した場合に受け取る解約返戻金は、一定額の解約
控除等により、一時払保険料を下回る場合が多くあります。
なお、解約返戻金は基準日時点の為替レートで円貨換算してお
り、満期まで保有した場合や、外貨で受け取る場合の評価とは
異なります。

金融庁が2022年１月に公表した「外貨建保険の販売会社における比較可能な共通KPI」に基づき202３年３月末基準で算出した
数値を公表します。
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Ⅲ「外貨建保険の販売会社における比較可能な共通KPI」の公表について

2．外貨建保険の銘柄別コスト・リターン

※本KPIの公表対象は2023年３月末時点で契約日から60か月以上経過した契約ですが、当金庫で販売した外貨建保険のうち該

当する契約はありません。

金融庁が2022年１月に公表した「外貨建保険の販売会社における比較可能な共通KPI」に基づき202３年３月末基準で算出した
数値を公表します。
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